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第７章 廃棄物等 

 

7-1 工事中 

 

7-1-1 概  要 

 工事中に発生する廃棄物等について検討を行った。 

 

7-1-2 予  測 

(1) 予測事項 

 工事中に発生する廃棄物等の種類及び発生量とし、具体的には、建設系廃棄物（建設廃

材等）の種類及び発生量について検討を行った。 

(2) 予測対象時期 

 工事期間中 

(3) 予測場所 

 事業予定地内 

(4) 予測方法 

工事計画より、工事中に発生する廃棄物等の種類、発生量及び再資源化量を推定した。 

(5) 予測結果 

 工事中に発生する廃棄物等の種類、発生量及び再資源化量等は、表 2-7-1 に示すとおり

である。 

 廃棄物の処理にあたっては、収集・運搬後、中間処理場へ搬入しリサイクルを行う計画

である。 

 

表2-7-1 廃棄物等の種類、発生量及び再資源化量等 

工 事 廃棄物等の種類 発 生 量注） 再資源化率 

   再資源化量 （％） 

護 岸 工 事 コンクリート    （ｔ）   約 0.79   約 0.78 約 99 

注)1:発生量は、再資源化前の量を示す。 

注)2:工事に伴い発生する浚渫土は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭和 45 年法律第 137 号）

において廃棄物ではないとされているため、発生量に含んでいない。 
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7-1-3 環境の保全のための措置 

 本事業の実施にあたっては、以下に示す環境の保全のための措置を講ずる。 

・工事中に発生した廃棄物等については、関係法令等を遵守して、適正処理を図るとと

もに再資源化に努める。 

 

7-1-4 評  価 

予測結果によると、工事中に発生する廃棄物等は約 99％の再資源化が図られるため、廃

棄物等による環境負荷は低減されるものと判断する。 
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